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令 和 ３ 年 第 １ 回 定 例 会 総 体 質 問 通 告 事 項 

 

３ 

 

 

 

 

 

月 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

日 

岡 野 長 寿 議 員（ 日 本 共 産 党 ） 質問方式：一問一答方式  

 

１ 新しい年度にあたる市長の基本的政治姿勢について  

（1） 戦後民主主義を守り抜く決意について  

選挙買収行為、被買収行為、その原資を提供した行為の意味、民

主主義に対する重大な背信行為について、市長はどういう見識を

もっているか  

（2） 恒久平和主義を守り抜く決意について  

新年度いかなる平和行政を展開するか  

核兵器禁止条約締約国会議、核拡散防止条約再検討会議に参加す

ることを検討するか  

（3） 基本的人権、とりわけ生存権など社会的基本的人権を守り抜き、

拡充していく決意について  

ア  保健所と保健師の数をもとの水準に戻すべきこと、再編統合

を進める地域医療構想を撤回するよう政府に強く求めるべき

ではないか  

イ  尾道市が２つの公立病院を持つことについて、安易な統合で

これまで果たしてきた役割がいささかでも縮小されることが

あってはならないが、市長のこの点での基本的スタンスはい

かがか  

 

２ コロナ禍の中、感染拡大を防止し、市民の経済的窮状を克服する

手立てについて  

（1） 無症状感染者を把握し、感染拡大を防止するための施策につい

て 

ア  市内にもＰＣＲセンターを設けるよう県に要請するべきでは

ないか  

イ 回答はどうだったか  

ウ 尾道市独自にＰＣＲセンターをつくるべきではないか  

エ  現在居住型高齢者施設で行われている職員の検査を非居住型

高齢者施設（デイサービス運営事業者）の職員にも拡充すべ

きではないか  

（2） 国・県の支援策の補充について  

ア  県の補助金を活用して一定の観光事業に携わる方々への支援

策がつくられたが、その範囲はいかがか  

イ それで十分か  
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ウ 新年度コロナ禍による経済的打撃を受けた、また受けるであ

ろう事業者、市民に対する支援策の概略はどうなっているか  

 

３  既存のセーフティネットをいかにブラッシュアップするかにつ

いて 

（1） 生活保護を生活保障制度にブラッシュアップすることについ

て 

ア コロナの影響で生活保護の利用者数は増えているか  

イ その実態はどうなっているか  

ウ 増えていないのであればその原因は何であると分析している

か  

エ 扶養照会の実務はどのようにおこなわれているか  

① 今年度行われた申請数と保護決定に至った数、その際の扶

養照会の数と扶養照会をしたために申請を取り下げた実数  

② 扶養照会によって、親族が扶養に至った数は何件あったか  

③ 扶養照会により必要な申請を断念することになっているの

なら、そのような扶養照会はやめて、必要な申請が行われ

るよう実務を改善するべきではないか  

④ コロナ禍の中で車を手放さなくとも生活保護が受けられる

との事務連絡の内容はどのようなものか  

⑤ 今後コロナ後においても、同じような対応が必要ではない

か  

（2） 国保料引き下げ こどもの均等割り免除  

ア 広島県の保険料率の改定の内容はどのようなものか。また、

尾道市における新年度国保会計について保険料が下がるの

か、世帯当たりいくら下がるのか  

イ 子ども部分の均等割り負担の軽減に新年度取り組むか  

（3） 貸付制度等の利用状況、今後の改善について  

緊急小口貸付、総合支援資金、住居確保給付金の件数、コロナ禍

の中での特徴、今後の改善の必要について、どういう認識をもっ

ているか  

（4） 市営住宅  

ア  市営住宅が古くなって取り壊すというケースが増えている

が、それに対して必要な市営住宅は新たに建設されているか  

イ 各地域の充足状況はどうなっているか  

ウ 今後の市営住宅建設ないし大規模修繕計画の方針はどうなっ

ているか  
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４ コロナ禍の中でも、子どもたちが安心して、学び、生活できる学

校にするために  

（1） 少人数学級  

ア 国や県の 35 人学級に向けた方針で、今年度尾道市にはどうい

う変化が起こるのか。その概要はどうなるか  

イ 国の方針を当てはめると、新年度 35 人以上の過密学級に置き

去りにされる児童・生徒はどのくらいになるか。小学生の何％

にあたるか、中学生の何％にあたるか  

ウ 速度を上げるための広島県への要望活動、その具体的内容、

市独自の取り組みについての考えはいかがか  

（2） 特別教室のエアコン設置  

特別教室へのエアコン設置について新年度、どういう手順で実現

されるか  

（3） 中学校給食  

残る 11 校でいつ、どのような形で中学校給食が実現するか  

 

５ 市民の移動する自由を促進する施策について  

（1） 渋滞対策について  

堤線の工事概要、堤線の完成年度はいつか  

（2） フェリー航路復活について  

尾道大橋東側へのフェリー航路を復活すべきではないか  

（3） 橋代補助について  

ア 向島インターの活用度を高めるため、１回、100 円の平日利

用補助金をつくるべきではないか  

イ 因島北インター、因島南インターの利用にも同額の補助制度

をつくるべきではないか  

 


